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3．大学授業環境尺度の適用事例
3．1．英語教科授業への適用
英語教科授業は、一般に少人数で課題志向の強いクラスであることが多
い。佐古（2002b）は、英語教科授業のこのような特色に着目して、首都
圏4年制大学22の英語科クラス（授業規模12名～46名：オーラルコミュ
ニケーションMovies、オーラルコミュニケーションAudio、オーラルコ
ミュニケーションAdvancedSpeaking、リーディングNewspaper／Magazine、
リーディングExtensiveReading、ライティングIntemediateWriting、ラ
イティングAdvancedWriting）の受講生492名（有効回答数383名）を対
象として、CUCEIの日本版（CUCEIJ）を実施している。
佐古は、その結果、英語クラスでは講義型授業とは異なり、因子的妥当
性の検討では「個人化」「関与」「個別化」などに尺度としての不安定さが
示唆されたものの、すべての尺度において一定水準以上の信頼性が得られ
たことを報告している。CUCEIJによって測定・記述された英語クラスの
全体的な傾向は、「課題志向」の尺度得点が最も高く、学生間の「まとま
り」は最も低いという授業像であった。これらの検証を通して佐古は、英
語クラスの授業環境の測定におけるCUCEIJの有効性を見出している。
3．2．成績・個人特性との関連の検証
CUCEIの日本版（CUCEI－」）を用いて、学生による授業評価と学生個
人の特性の関連について検討した事例も報告されている。平田（2003）
は、心理学系科目を受講した首都圏の短大・大学生406名を対象に、
CUCEIJ、および学力・パーソナリティとの関連を検討した。パーソナリ
ティ測定指標としては、ローカス・オブ・コントロール（Nowick＆
Strickland，1973）を、学力指標には定期試験得点が用いられた。CUCEIJ
の因子分析の結果では、「授業の満足度」「授業の革新性」「授業進行への
関与」「個人的な関わり」「授業計画への関与」の5因子が抽出され、各尺
度とも一定の信頼性が確保されている。
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「学力」「パーソナリティ」を要因とした二要因分散分析を行った結果、
学力については、成績上位・中間の学生は下位の学生よりも授業に対する
満足度が有意に高いこと、また、パーソナリティについては、内的統制
型（注1）及び中間型の学生が外的統制型（注2）の学生以上に授業に対して満足度
が高いことなど、授業評価が学生の成績及び個人特性と関連する（注3）こと
が報告されている。
注
（注1）内的統制（intemalcontro1）：人が、自分の身に起こるものごとが自分自身
の努力・行いや（比較的永続1生のある）性格・能力に付随している、コント
ロール可能だと認識するとき、これを内的統制の信念と呼ぶ（Rotter，1966）。
（注2）外的統制（extemalcontrol）：人が、自分の身に起こるものごとが自分自身
の行動に付随していると認識できないとき、ものごとは運やチャンスの結
果であるとか、自分の人生は他者や運命にコントロールされており制御不
可能であるなどとみなす。これを外的統制の信念という（Rotter，1966）。
（注3）西欧文化においては、外的統制型よりも内的統制型の子どもの方が学業成
績やカウンセリングの効果が高いなど、内的統制型のパーソナリティの利
点が多くの研究論文で報告されている（平田，2003）。
3．3．共分散構造分析を用いた構成概念の分析
CUCEIの日本版（CUCEI－J）を用いて、授業評価の構成概念に着目し
た分析を行なった事例がある。平田・石川（2003）は、因子分析で抽出
した6因子を授業評価の構成概念として共分散構造分析を試み、GFI，
AGFI，RMSEA，AICの適合度指標を用いてモデル全体の適合性について
検討、さらに修正指標に基づく検定により適切なモデルに改良・修正を行
い、CUCEIJを構成する2つのモデルを設定した（図1，2参照）。
これら2モデルの比較検討の結果、いずれのモデルにおいても、従来重
視されてきた「満足度」が授業の社会的環境の一側面に過ぎず、「満足度」
を重視した従来の授業評価には偏りがある可能性があること示唆された。
これらの分析結果から、平田らは、授業のファカルティ・ディベロップメ
ントを目的とした授業評価を実施する際には、学生の満足度のみならず、
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「教員と学生の相互の関わり」や学生側の「積極的な授業参加」態度など、
授業の多面的な社会的環境を考慮した検討の必要性を提言している。
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図1諸因子が授業の満足度を規定するモデル
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4．現実Actual環境と好ましいPreferred環境の評定フォーム
CUCEIを始め環境圧力の理論を基に開発された環境測定指標には、現
実の授業環境の状態を測定・評定する現実（Actua1）フォームと、好まし
い授業環境の状態を測定する選好（Preferred）フォームがある。「Actua1」
と「Preferred」の環境は、教示文と質問（項目）文の一部が異なる同一
の尺度によって測定される。一つひとつの質問文は、原文（英文）では
「Actua1」の質問文の動詞の前に助動詞wouldを加えるだけで「Preferred」
の文章として用いられるが、邦訳には若干表現の工夫が必要な場合もある。
実施者（教師）は、この両尺度の実施結果を比較することで、現在の担当
学級に不足している要因、逆に過剰な要因に関する情報を得ることができ
る。
授業運営において、どのような要因をどの程度強調するか、どの程度受
講者側の要望に添うかは教育者の理念に拠る。しかし、そうした教育理念
や方針が、受講者の授業評価にどのように反映されているか、受講者が好
ましいと考える環境とどの要因でどの程度符合するか、ずれが生じている
か等の情報は、授業運営の資料として活用することができる。例えば、
Stem（1970）は、rActua1」rPreferred」の環境を一致させることで教育
効果が高まることを見い出している。
4．1．現実環境と好ましい環境フォームの検証
佐古（2002c）は、首都圏の四年制大学の学生587名を対象に、CUCEIJ
の現実（Actual）環境・好ましい（Preferred）環境の二つのフォームを実
施、両者の比較検討を行っている。佐古の検証によれば、好ましい環境フォー
ムにおいては、いずれの尺度においても、各授業単位では一定の信頼［生を
クリアしたものの、構成概念的妥当性の検討のために行った因子分析結果
では、好ましい環境フォームが単一の因子から構成される一因子構造であ
ることが報告されている。
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4．2．好ましい環境を受講者r・二一ズ」として捉えた授業環境の分析1
CUCEIの好ましい環境フォームの測定値を学生の授業に対するr二一
ズ」として捉え、石川・平田（2002）は、通常の授業評価と学生の二一
ズを併用測定することの有効［生について検討している。4クラスの心理学
系科目を対象として、首都圏の短大・大学生406名にCUCEIの日本版
（CUCEU）の2つのフォームを実施した結果、r授業に対する学生の二一
ズが、クラス単位で異なること」、また「同一クラス内においても、有意
に二一ズの異なる学生群が存在すること」などが報告されている。
さらに、学生の授業に対する二一ズρ違いによって、学生による授業評
価が有意に異なることが報告されている。これらの知見を踏まえ、石川ら
は、受講学生の二一ズを測定することは、授業カリキュラムのデザインや
改善、授業評価結果の適切な解釈のために有益であると述べている。
43．好ましい環境を受講者r二一ズ」として捉えた授業環境の分析2
現在、大規模教室での講義型授業においでは、プレゼンテーションソフ
トウエアを活用した授業が主流となりつつあるが、こうした形式の講義に
おいても、CUCEIJの現実環境・好ましい環境の2つのフォームが適用さ
れた事例がある（平田・渡邉、印刷中）。
対象となったのは、首都圏の四年制大学看護学部の学生100名、対象と
なった授業は、プレゼンテーションソフトウエア（画面は、教室前方に1
箇所設置されたスクリーン及び4台のテレビモニターに表示）を用いた心
理学科目であった。実施されたCUCEI－Jデータの因子分析結果では、r満
足」「関与」「革新性」の3因子が抽出されている（表2参照）。各因子に
おいて成績を要因とした分散分析を行った結果、成績上位群の学生が概ね
授業に対する評価が好意的であることが示された。
ところが、さらに授業に対する学生の二一ズと成績を要因とした二要因
分散分析を行った結果、学生の授業評価は成績よりも二一ズの程度によっ
て有意に異なることが見出された（図3参照）。これらの結果から、授業
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実施前（授業計画段階）の受講者情報としての「学生の二一ズ」、つまり
CUCEIJのr好ましい環境フォーム」の活用が、授業計画案のデザインヘ
の活用や授業改善のための有益な手段とできることが示唆された。
最高値5．00
4．75
???
＝?
? ?→??????????
3．25
中央値3．00
一〇一成績上位群
一△一成績中間群
＋成績下位群
高二一ズ群中間群低二一ズ群
授業の満足度に対する学生の二一ズ
図3授業評価と学生の二一ズおよび成績評価の関連
44．共分散構造分析を用いた2つの環境評定フォームの分析
CUCEIJの現実（Actua1）フォームと好ましい（Preferred）フォームの
2つの評定フォームで実施した学生の授業評価の関連について、共分散構
造分析をもちいて検討した事例がある。Hirata，Ishikawa＆Fraser
（2004）は、GFI，AGFI，RMSEA，AICの適合度指標を用いてモデル全体
の適合性について検討、さらに修正指標に基づく検定により適切なモデル
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に改良・修正を行い、好ましい（Preferred）授業評価の因子が、現実
（Actua1）の授業評価因子を規定するモデルを設定した。その結果、抽出
されたすべての因子：「満足度」「革新性」「個人化」「個別学習」において、
好ましいフォームの評定（二一ズ）が、それぞれ対応する現実の評定を規
定していたことを報告している。さらに、学生の二一ズ（好ましい授業評
価要因）のうち、「個人化」の要因が現実のすべての授業評価因子に効果
を持つことを見出している。「個人化」は、学生一人ひとりと教員の人間
関係に関する因子である。この結果は、学生からみたrよい授業」はr教
員の人格」r学生の動機」r集団過程」の3次元によって規定されるとした
大膳（1992）の研究とも符合する。一連の結果についてHirata，et．a1
（2004）は、授業評価に学生一教員の個人的な関係が影響する、つまり授
業評価において人間関係が重視されるというこの傾向は、日本独自の学校
文化の特徴ではないかと考察している。
5．今後の課題
本稿では、近年一般的になりつつある学生による授業評価が、その手法
においては未だ心理尺度構成法を適用した例が少ないことから、心理尺度
構成法を適用して豪州で開発された授業改善インスツルメント「大学授業
環境尺度（CUCEI：College＆UniversityClassroomEnvironment
Inventory；Fraser，Treagust，＆Dennis，1986）」のわが国における試行事
例の成果をまとめ、授業評価尺度の課題について展望した。特に、ユニバー
サル型への移行に伴う学生の多様化を考慮した大学の授業計画案の設計や
授業改善に向けて、受講者の属性や二一ズに着目することの有効性を検証
した調査研究について概観した。
日本版大学授業環境尺度CUCEI－」’は、国内複数の大学におけるさまざ
ま授業での試行において、授業の特徴把握（佐古，2002b）や、授業評価
と学生の個人特性（成績及びパーソナリティ；平田，2002，授業への二一
ズ；石川ら，2003）との関連等の記述に有益なインスツルメントであるこ
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とが検証されている。それらの検証から、受講生の個人特性では、特に授
業二一ズが、授業計画・設計に有益な受講者情報であると考えられた。
また、CUCEIJの試行を通して、従来学生による授業評価を構成する要
因として重視されてきた「満足度」のみならず、教員と学生の「関与」や
学生のr参加」、人間関係のr個人化」など教室における社会的な環境要
因も、授業の重要な構成要素であることが明らかにされている（平田ら，
2003；Hirata，et．a1．，2004）。これら一連の試行から得られた知見は、わが
国の現状では授業の技術的な側面の測定に偏りがちな授業評価に、より多
面的な測定次元を設定する場合の指針とすることができるだろう。
これらの検証を踏まえ、今後は授業の実施前・実施時に学生の二一ズ等
の受講者情報を測定・把握して、それに基づいて授業計画案を再編成する、
という実践が求められる。CUCEIの活用によって、授業担当者が受講者
の要望を授業設計に取り入れるシステムを確立することも可能であろう。
しかし、学生の二一ズに応じた教授方法や授業内容を、個々の教員が学期
毎に検討することは限界がある。また、授業内容を安易に学生の二一ズに
一致させることは、学生に迎合することにもつながる。あくまでも学習効
果や学生の意欲向上につながる授業環境のデザインのために、例えば二一
ズの異なる学生が混在する講義型授業のあり方や、二一ズの低い学生への
教育的アプローチなど、把握した受講者二一ズを実際の授業計画にフィー
ドバックする具体的な方略の検討が急務といえる。
大学授業環境尺度CUCEIは、授業改善のためインスツルメントである
と同時に、学生と教員が授業改善を協同で実施するためのコミュニケーショ
ンツールとしてもその活用が期待できる。今後、受講者情報の具体的なフィー
ドバックの実践とともに、授業担当者自身が簡易に実施できる短縮版
（ShortForm）の整備や実施マニュアルなどユーザーのためのサポートが
充実されるならば、CUCEIの実用化及び普及の可能性は充分あると結論
できるだろう。
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ApplicationofCUCEIforImprovementinClassroomInteraction：
FacilitatesTeachingandMotivatesLeamers
inCollegesandUniversities．
SonomiHirata＊ToshihikoSako＊＊
Abstract
AstheJapanesesystemofhighereducationshiftsffomanemphasisonmassedu－
cationtouniversaleducation，thelevelofstudentacademicabilityandorientation
towardleamingislikelytobecomemorediverse．Thispaper，therejore，dis－
cussesaplanforcurriculumdesignandreforminconsiderationofvariouslevels
ofstudentsan（istudentsτneeds．Specifically，thispaperreviewsthepreviousstud－
iesconcemedwiththeuseofaclassassessmentscalemeasuringstudents，needs
incollegean（luniversityclasses．Basedonthe丘uitsofseveraltrialofthe
JapaneseversionofCUCEI：College＆UniversityClassroomEnvironment
Inventory，weseethatevaluationratingsoftheactualclassbystudentswerere－
1atedtothelevelsofstudentneeds，andalsotheCUCEIwasquiteusefulto
analyzesocialenvironmentinclass．Thispaperconcludethatitisusefultomeas－
urestudentslneedsinclasstobetterdesignandimprovecurriculum，and，finally，
discussesthepracticaluseoftheCUCEIinJapanesecollegeanduniversity。
Keywords：CUCEI：College＆UniversityClassroomEnvironmentInventory，
ClassAssessment，ImprovementofTeachingandLeaming，PsychologicalScales
＊FacultyofHumanDevelopment，HakuohUniversity
＊＊SchoolofHumanSciences，WasedaUniversity
一59一
